
観点 明らかになった課題 具体的な授業改善案

一
年

・動植物を日常的に世話をすることや
校内の人とのふれあい等の活動の中
で、実用的な知識をを得ている。

・活動の中で有用な事柄に気付き、言
葉で話すことができる児童もいるが、
気付きがあっても自覚がなく表現でき
ない児童がいる。

・直接かかわる活動や体験の中で生ま
れる知的な気付きを大切にし、友達同
士が気付きを共有できる時間を設けた
り、活動の中で気付きを自覚させる言
葉かけを行う。

二
年

・植物を観察し、その成長や変化に気
付いている。

・活動から得た気付きを十分に自覚で
きていなかったり、文章に表すことが
苦手な児童がいる。

・観察の観点の他に、考えたこと、気
付いたことを記入することを指導し、
気付きの文章化を推進していく。
・児童の気付きの質を高められるよ
う、具体物を用意するなど、教材研究
や準備、具体的な手立てを考えてい
く。

一
年

・観察カードのかき方に少しずつ慣
れ、気付きを表すことができるように
なってきた。
・絵だけではなく簡単な文章で自分で
発見したことについて説明できるよう
になった。

・一部の児童は、自分の思いや気付き
を言葉にしにくかったり、観察カード
に最後まで書ききれなかったりするこ
とがある。
・自分の思いや願いを自分の言葉で表
現することが苦手とする子どもがい
る。

・観察の視点や観察カードのかき方を
具体的に指導する。
・活動や発表のめあてを具体的に伝え
る。また、まとめの際には書き方のよ
い例と悪い例を示し、めあてに合った
学習ができるようにする。

二
年

・与えられた観点で観察や学習カード
に取り組み、完成させることができる
ようになった。
・活動から得られた気付きを絵や文章
でまとめたり、自分の思いや考えを加
えたりする力もついてきた。

・観察した様子について具体的にまと
めることが困難な児童も見られる。
・学習したことをまとめて発表する際
に、発表の仕方に個人差・グループさ
がある。

・中学年からの理科の学習につなげら
れるように観察カードへのまとめ方を
指導していく。学習課題が解決できる
よう、毎回今までの学習のまとめを掲
示し、子供たちが振りかえられるよう
にしていく。
・活動や発表のめあてを具体的に伝え
る。
・発表の話型を提示し、発表の仕方を
指導していく。

一
年

・自分を取り巻く人や自然に関心をも
ち、関わりたいという気持ちがある。
・飼育する生き物の様子に関心をも
ち、意欲と親しみをもって大切に世話
をしている。

・積極的に関わることができる児童は
多いが、絵をかいたり文にしたりする
表現が苦手な児童がいる。

・表現する場面で、疑問、感動、驚きを大
切にした活動になるよう、実物や写真、動
画を十分に用意をして授業に臨む。
・観察の前に、観点を明らかに示し、表現
する意欲を湧くようにする。

二
年

・各自の植木鉢育てているミニトマト
の世話や観察に、熱心に取り組んでい
る。
・自然の生き物に関心をもち、活動し
ている。

・積極的に取り組むが、絵や言葉での
表現が苦手な児童がいる。

・観察の前に、観点を明らかに示す。
観察カードでは、色・大きさ・形を正
確に記録させ、絵においては写真を写
すことも活動に取り入れる。

○生活科の課題分析と具体的な授業改善計画（令和２年度授業改善プラン　入新井第一小学校）

＊令和元年度の改善プランの検証

児童の実態

知
識
・
技
能

　児童は意欲的に学習に取り組み、経験や体験から得た気付きを家庭生活やその後の学習に生かすことができ
た。また、異学年交流は、児童にとって自分自身の成長に気付くきっかけとなったので、今後も続けていきた
い。行事などの関係で年間を通しての交流は難しかったので、限られた時間の中で、学習の事前や事後指導を工
夫し、学習時間だけでなく生活場面でのかかわりへとつなげていきたい。今年度も、地域も生きる子どもという
コンセプトで学習をすすめる。自然や生き物の学習では、季節の変化や成長に気付きが大切であるが、地域柄自
然と触れ合うことが少ないので定期的に観察させたい。また、学習時間だけで行うのではなく、継続的に観察や
世話ができるような環境の整備も行っていきたい。
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